
 

 

小笠原小学校 

環境教育 
研修会 

麻布大学の小玉敏也教授(環
境・生命科学部)にご指導をいただ
き、⼩笠原⼩学校における環境教
育について、講師と教職員での情報
交換・共有化を図った。 

また、学習指導要領改訂に伴う
環境教育の方向性や ESD の概
要、ユネスコスクールの⼩笠原⼩学
校に寄せられる期待・役割などへの
理解を深めた。 

 

 

■２月２７日(火) 校内研修会１日目   
 

ワールドカフェ方式の座談会形式で研修会を実施した。 
 ① お互いの自己紹介 
 ②⼩玉教授より、環境教育等の話題提供 
 ③ワールド・カフェ 〜総合的な学習の時間や生活の現状について〜 
  ・グループづくり  ・ワールドカフェ 
 ④参加者のまとめや発表 
 ⑤⼩玉教授によるまとめ 
  各教員の生活科・総合的な学習についての経験が共有化され、⼩笠原村
での生活科・総合的な学習の時間のこれまでの成果と課題が明確になった。 

■２月２８日(水) 校内研修会２日目  
  
  『⼩笠原⼩学校における環境教育の可能性』という演題のもと、講演会を
実施した。 

①「環境教育」に対する教師の認識 

②ESD の視点を取り入れた環境教育 

環境教育の実践(多摩市⽴連光寺⼩学校)等を通して、学習材としての 

⼩笠原について提案をいただいた。 

 

■２月２８日(水) ⼀般島⺠向けの講演会 
 

『⼩学校と連携して⾏なう環境養育とは』という演題のもと、島内の環境教
育に携わる方々をはじめとして、⼀般向けに⼩学校における環境の実践につい
て講演を実施した。 

①⼩学校での環境教育とは 

②各地の環境教育の取り組み 

③⼩笠原村の環境教育に寄せる期待 

予想を上回る参加者となり、⼩笠原⼩学校への環境教育への関⼼の⾼さ
が伺えた。 
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